














住環境調整工学（辻原担当分・第５回目）

2001.5.25

環境共生学部・居住環境学専攻

講師・辻原万規彦

1960（昭和35）年以降　空調床面積の急増，特に，セントラル空調＜個別式空調

空調の設計技術および生産技術は，欧米レベルに達した

昭和40年代　蓄熱槽の利用が普及する

1970（昭和45）年　日本初の地域冷暖房　大阪万国博覧会と千里ニュータウン中央地区

1973（昭和48）年　オイルショック

　省エネ技術の進歩

　二重ダクト→可変風量

　電算機による制御

これ以降，超高層ビルや大空間の空調がはじまる

４．参考文献（〔〕内は，熊本県立大学所蔵情報）

・『快適な温熱環境のメカニズム : 豊かな生活空間をめざして』（空気調和・衛生工学会編，丸善，

1997年12月，¥4,725，ISBN：4-87418-019-1）〔開架２，528.2¦¦Ku 28，0000225353，

0000225354〕

・『空気調和・衛生設備技術史』（空気調和・衛生工学会編，丸善，1991年４月，¥10,000，

ISBN：なし）〔所蔵なし〕

・『冷凍空調史』（井上宇市，日本冷凍空調設備工業連合会，1993年４月，¥9,500，ISBN：なし）

〔所蔵なし〕

・『空気調和の父　ウィリス・ハヴィランド・キャリヤ』（マーガレット・インゲルス著，東洋キャ

リア工業株式会社訳，東洋キャリア工業株式会社，1957年８月，非売品，ISBN：なし）〔所蔵

なし〕

・『冷熱文化史』（『冷房空調設備』昭和61年11月号付録，日本冷凍空調設備工業連合会，1986年

11月，¥2,000，ISBN：なし）〔所蔵なし〕

５．参考URL

　http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/jyuu.html/jyuukan.html


